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金属バット殺人事件 
戦後三六年の歳月をかけて造り上げた一つの城が、朝顔の露のように、あっけなく消え去っ

たこの戦後人生の構図。これは戦後日本における時間の図表であるとともに、八〇年代日本

家庭を俯瞰して描き出される、一葉の隠された家相図でもある。…金属バット殺人事件は一

九八〇年一一月二九日を境としてニッポンの風景の見方を変えてくれたとさえいえる。（藤

原新也 1983 『東京漂流』情報センター出版局:317-319） 
：事件発生 

１９８０年（昭和５５年）１１月２９日午前２時半ころ、川崎市高津区の自宅で、受験浪人

２年目の予備校生の一柳展也（いちりゅうのぶや/当時２０歳）が就寝中の両親を金属バット
で殴打して殺害した。  
 １１０番があって現場に一番乗りした高津署の捜査官はドアを開けて寝室をのぞきこんだ

瞬間、息をのんだ。和室６畳の寝室には、父親の幹夫（４６歳）はどっぷりと血を吸った布

団の中で、やや顔を左に向けて横たわっていた。額の上から頭頂部にかけ、頭蓋骨がパック

リと口を開け、血しぶきが天井まで達していた。さらに、奥の８畳間には、母親の千恵子（４

６歳）の死体があったが、こちらは脳漿までが辺り一面に飛び散っている。 
 父親の幹夫は東大経済学部卒で、旭日硝子東京支店建材担当支店長。大学時代はヨット部

主将。ソツのない、きびきびした人柄で社内の評判も上々だった。母親の千恵子は山口県下

の名門の酒造家の娘であった。展也には３つ年上の兄がおり、早大理工学部卒業後、大手電

気メーカーに入社した。  
 犯行前日の１１月２８日午後１１時半ころ、この日は２４回目の結婚記念日だったが、酔

って帰宅した父親は、展也が自分のキャッシュカードを盗んだことを知り、そのことで、応

接間に呼んできつく叱った。さらに、受験のことでもうひと言言ってやろうと思い、自室に

引き上げた展也を追って、２階に上がっていった。ドアを開けたとき、目に入ったのは、ウ

イスキーをラッパ飲みしている展也の姿だった。  
 父親は、椅子ごと押し倒して足蹴りにした。  
「バカ、一人前に大学にも入れないくせに、このざまは何事か。お前のような泥棒を家に置

いておくわけにはいかない。お前はクズだ、出て行け！」  
 これまで味方だった母親も、このときは冷たくあしらった。  
「あんたはダメな子だ」  
 その約３時間後に凶行が起こる。  
：本人歴 

１９６０年（昭和３５年）一柳展也は東京に生まれた。  
１９７３年（昭和４８年）展也は区立の小学校を卒業し、区立の名門中学に入学する。その

中学校は、かつて、都立日比谷高校が東大進学率トップを走っていたころ、その日比谷高校

への近道といわれ、越境入学があとを絶たなかった中学校である。  
 この年、長男は早大の付属高校に入学する。  
 次男の展也も長男と同じ早大の付属高校への進学を志望していたが、クラスの担任は進路

指導の個人面談で展也の母親に「あそこを狙うなら、もうひと踏ん張りしないといけません

ね」と言われ、夫と相談した上で、受験科目である英・国・数の３科目については付属高校

の教師のところへ通わせることにした。生徒の方から通って行く家庭教師である。 
１９７６年（昭和５１年）、だが、結果は駄目だった。早大付属高校の試験に落ち、慶応付属
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高校にも失敗した。合格したのは私立の海城高校だった。それでも都内では有数の進学校と

して知られた高校だった。  
 この年、長男は早大の理工学部に入学する。また、一家は都内の社宅を出て川崎市高津区

に新築した家に引っ越す。小・中学校を通じて家から歩いて数分という通学だったが、高校

には電車通学することになった。  
 展也にとって、進学した高校は一段下のレベルという意識があった。１年の１学期の中間

試験は、高校に入学して初めての試験だったが、「赤点」（３０点未満）を４つも取ってしま

う。総合点ではクラスでビリから２番目だった。この頃、無気力、無感動、無関心の三無主

義ということが盛んに言われた時代で、展也もそういった感じであったと両親は心配してい

た。「一体どういうつもりなんだ」「あなた、何してたの」 両親に叱責され、展也は返す言

葉がない。１週間後、展也は家出をする。それは１週間で終わるのだが、その間、大阪に１

日だけ行って、＜バーテン募集＞という貼り紙を見つけたが、どうしても店の中まで入るこ

とができず、戻っている。クラブ活動は中学のころからしていなかったが、クラスの仲間の

間で野球チームができ、展也はキャッチャーをやった。野球は好きだったようだ。２年に進

むと進学コース別のクラス編成になり、展也は私立文科系コースを選択した。海城高校には

他に東大コースもあった。  
１９７９年（昭和５４年）春、展也は高校を卒業後、早大の法・商、上智大、成城大、明治

学院大、中央大を受験するが、いずれも失敗する。一流私大を目指す予備校に通う。 
１９８０年（昭和５５年）春、早大、立教大、明治大、法政大、日大を受験するが、またも、

ことごとく失敗する。  
「一体、お前は何を目標にして勉強しているんだ。それをはっきり考えてやるのでなければ

勉強に集中できるわけがない。もういい。大学出るだけが人生じゃない。こんな調子ではい

くらやっても同じだから、大学へ行くのは諦めて就職しろ。そのほうがずっと身のためだ」

父親に叱責され、展也は狼狽する。長男の兄と母親は父親を必死で説得し浪人することを許

してもらう。２浪目は別の予備校に通うことになった。試験のある早大専科コースに合格ラ

インすれすれで通る。予備校の早大専科コースの前期テストで、１１１人中、展也は英語で

８０位、国語は最下位だった。父親は、家に帰ると、必ずポケットの中の物を居間のテレビ

の上に置く。展也は父親の定期入れに入っている銀行のキャッシュ・カードを抜き取り、１

万円を引き出しては父親が気づかない内に、定期入れに戻しておく、という手を３回やった。

そのお金で、予備校にはあまり行かずに、映画やパチンコ、喫茶店で過ごしていた。予備校

には月平均７日しか行っていなかった。  
 展也はある日、２階から下りてくるなり、母親に向かって「オレ、相撲取りになろうと思

う」と言い出した。母親は「あら、あんたなら体重もあるし、いいんじゃない」と言って笑

おうとしたら、展也は少しも笑っていない。冗談ではないと知って黙り込んだ。別の日には

「自衛隊に入ることにした」と言う。このときもニコリともしなかった。  
１１月５日、展也は久しぶりに予備校に顔を出した。早大受験模擬試験。コンピューターが

採点して、戻ってきたプリント・アウトには「英語４４点、国語３６点、偏差値４３．７」

とある。早大の合格圏内とされる偏差値は６５以上。絶望的だった。早大はおろか、明治、

中央も見込みなかった。  
１１月２５日の深夜、展也はテレビの上の父親の定期入れから銀行のキャッシュ・カードを

抜き取り、２６日の朝、銀行から１万円を引き出し、ウイスキーを買った。そのあと、カー
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ドをいつものように、元のところに戻そうとしたが、２６日の夜に限って、テレビの上に定

期入れが見当たらない。仕方なしに、戻す機会を待って、ひとまず、カードを自分の部屋に

隠すのだが・・・。  
：その後 

１９８４年(昭和５９年）４月２５日、犯行から３年半ほど経ち、赤ちゃんのように、ふっく
らとしていた展也の頬は明らかにこけた。未決拘置所暮らしのうちに、７５キロあった体重

は２３キロも減って、５２キロになっていた。この日まで、１７回の公判があり、福島章上

智大学教授（専門は犯罪精神医学、精神分析学）と徳井達司精神科医による精神鑑定は１年

余りに渡って行われた。  
 横浜地裁川崎支部は、検事の求刑は１８年だったが、それよりも５年軽い、懲役１３年（未

決勾留９００日通算）の判決を下した。弁護人は「温情ある判決であり、控訴はしない」と

ただちに表明した。  
 裁判長が判決理由を述べる。  
「父が『明日出て行け』と言ったのは冗談ではなく、確実に追い出されるものと感じ、２浪

中で、情けない身分の自分に対しあまりにも冷たい仕打ちであると恨めしく思うととも

に・・・・・・両親に対する憤懣や憎悪が募り、２浪中の不安定な心理状態にあり、心理的

圧迫感を抱いていたうえに、酒に酔った勢いも加わっていよいよ押さえ難くなり、かくなる

うえは、いっそ父も母も殺してやろうという気持ちになり・・・・・・殺害したものである。

殺害方法は残忍きわまりないうえに、何らためらいを見せず、父を殺したあとすぐに、母を

殺害すべく行動していることはきわめて冷酷、非情というほかはない」   
「被告人は本件にいたるまで、前科・前歴・非行歴がまったくなく、当時２０歳３ヶ月の青

年で成人に達して間がなかった。元々、性格が未熟で情動が刺激されやすいうえ、２浪中の

不安定な心理状態にあり・・・・・・反省、悔悟しており、今後の教育・更生に期待すると

ころもなしとせず・・・・・・」  
 「スパイ粛清事件」の実行犯として１９８２年（昭和５７年）の秋に逮捕され、長く千葉

刑務所に入っていた見沢知廉（ちれん）の著書『囚人狂時代』（ザ・マサダ/１９９６）に、こ
の展也が登場する。所内では、休憩時間になると、大体２組に分かれて野球を始めるのだが、

そのとき、展也は置いてあった金属バットを持って無心に振りまわし出した。久しぶりの好

きな野球で、ブンブン音がするほどの素振りだ。それを見て、殺人犯や強盗犯の凶悪犯が落

ち付かなくなる。そして、遂に、中のひとりが、担当の刑務官に向かって、直立不動で帽子

を取り、「先生！ 大変ですっ。展也が金属バットを振りまわしています！ 大丈夫なんです

か？」これには担当も困ったが、囚人には原則として運動を奨励しており、展也だけを例外

とするわけにはいかなかった。  
 「まあ・・・・・・ははは、いいんじゃないの・・・・・・」  
 ということで、展也の金属バット振りまわしは禁止されることはなかった。だが、実際の

プレイはまるでダメだった。金属バットを振りまわしても当たらないし、捕球もヘタ。あま

けに足も遅い。やがて、補欠になり、そのうち老人たちとベンチに座って茶飲み話をするよ

うになってしまった。  
 『囚人狂時代』によると、著者の見沢知廉（懲役１２年/１９９４年１２月８日、満期出所）
自 身 が 出 所 す る ２ ～ ３ ヶ 月 前 に 、 一 柳 展 也 は 満 期 出 所 し た と い う 。

http://www.alpha-net.ne.jp/users2/knight9/yobikousei.htm 
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５．『家族ゲーム』論 
５－０．映画『家族ゲーム』について 
1983 年制作。監督は森田芳光（ちなみに助監督は金子修介）。主要なキャストは次の通り（[]

内が役名）。松田優作[吉本勝：家庭教師]、伊丹十三[沼田孝助：父]、由紀さおり[沼田千

賀子：母]、宮川一朗太[沼田茂之：次男]、松金よね子[英語]、岡本かおり[美栄子の姉]、

戸川純[近所の奥さん]、阿木燿子[吉本の恋人]。 

 

５－１．「家族」と「ゲーム」 
z.b.親子関係と、プレイヤー同士の関係 

 

※『家族ゲーム』という題名がもたらす違和感は、この一見してかけ離れている言葉が、

ムリヤリくっついているように思われるということから生まれているのでは？ 

 

５－２．「ゲーム」とは 
勝負事（by 広辞苑）＝利害対立のこと？ 

しかし、それだけでは「ゲーム」にならない 

z.b.サッカーや野球 

 

①プレイヤーが他のプレイヤーの役割を理解していなければならないこと 

②ルールが存在すること 

 

こういう遊戯[play]と規則のあるゲームとをくらべてみると、次の点が根本的に違う。すなわ
ちゲームをやっている子は、そのゲームに参加している他の全ての子どもの態度をやっての

ける準備ができていて、しかもこれらの違う役割を互いにハッキリ関係づけていなければな

らない。・・・野球のナインに参加したら、自分自身の守備位置を含まれている各ポジション

の反応を知らねばならない。（Mead[1934=1973:162ff]） 
 

Mead, George Herbert 1934 Mind, Self, and Society: from the standpoint of a social 
behaviorist, =1973 稲葉他訳『精神・自我・社会』青木書店。 

 

余談：宮部みゆき『Ｒ．Ｐ．Ｇ．』集英社文庫 

 

５－３．「家族」はゲームではない？ 
家族についての研究で主流なのは、構造機能主義的見解 

家族の構造≒役割構造≒規範的な枠組み 

 

・地位[status]／役割[role] 

地位とは、集団の中で占められる位置 

→有形無形の資源配分（権限、報酬） 

役割とは、地位に結びついた期待される行動様式 
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□パーソンズによる核家族の役割構造（Parsons and Bales[1956=1981:77]） 
・手段的[instrumental]：外部への適応と課題遂行（感情を抑制する） 
・表出的[expressive]：集団の維持と成員の統合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Parsons, Talcott and Bales, Robert F. 1956 Family: Socialization and Interaction 

Process, Routledge and Kegan Paul. =1981橋爪貞夫他訳『家族』黎明書房 
 

→この図からわかるのは、それぞれの成員がそれぞれの役割を遂行することによって、全

体の構造（家族全体）が安定するということである。 
 
z.b.『秋刀魚の味』における周平と幸一による路子の結婚相手探し 
 
→「見合い結婚」という現象が減少している現在の私たちからすれば、こういった結婚相

手探しは理不尽なものに見える。しかしこの理論にしたがって考えたならば、その過程

はこの家族が安定しているということを示している。 
→路子は、父と兄の「劣位」に置かれる存在であるからこそ、自分自身の恋愛対象を失っ

た時、彼女は父と兄が勧める相手と結婚することになる。 
※路子はあくまでも平山家の一員としてその役割を果たしている。それは家族というまと

まりをまず第一に考えるということ、個人は家族という全体の「歯車」のように行為す

るということを示している。したがって、家族成員が各々の役割を果たすことにより家

族は安定するということを、『秋刀魚の味』は表現しているのである。そこに、私たちは

共感あるいは郷愁を覚えるのではないだろうか。 
 

※構造機能主義的見解なら、家族はゲームそのものなのではないか？ 

 

→映画『家族ゲーム』が示しているのは、「家族」が本来的に「ゲーム」であるということ 

※役割遂行の徹底化（過度の内面化）をしたらどうなるか、というシミュレーション 

 

z.b.母親の不可思議な言葉：あからさまな利害の提示 

「しっかり勉強してね。でないとお父さんにお母さんが怒られちゃうから」 

→子どものことではなく、自分自身の利害に関心を持つ 

        夫 

 
父 

妻 

 
        母 

息子 

 
       兄弟 

        娘 

 
姉妹 

手段的役割優先 表出的役割優先 

勢
力
上
の
優
位 

勢
力
上
の
劣
位
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z.b.父親の不愉快な言葉：あからさまな役割遂行 

「お前が考えるんじゃない、おれが考えるんだ」 

→「父親」という役割を、「権力による成員の支配」として考えている 

 

z.b.シゲユキと慎一（特に音のでないレコードのシーン）：あからさまな資源の奪い合い 

慎一が母親と仲良くしているところにシゲユキが現れ、状況が一変する 

→シゲユキが母親に甘えれば甘えるほど、慎一は孤独に 

→「母親の愛情」という資源の奪い合いとしてなら、シゲユキの方が狡猾 

 

・「家庭教師」というプレイヤーの登場： 

唯一「家族」というゲーム（あるいは沼田家のルール）に関係がない 

 

確かに水の飲み方は変だけど・・・観ていて普通に見える 

＝彼が普通のプレイヤーだから 

→それなりのことをすれば、それなりの報酬が得られる（順位が上がれば給料アップ） 

※このことが尚更「ゲーム」感覚を煽る 

 

しかも彼は、機能的代替物として機能してしまう 

z.b.志望校決定通知＝父親 or 母親の役割 

z.b.勉強を教える／ケンカの仕方を教える＝社会化 

 

最後には彼は「ゲーム」の「審判」の役割を演じる 

z.b.ラスト直前のお祝いパーティ 

→このゲームが、うまくいっていないということを示す 

 

食卓の中心に家庭教師が居座るということ 

→彼が沼田家の「ゲーム」を取り仕切る「審判」の役割を演じている？ 

機能的代替物として関わるようになっていた家庭教師が、ついにはこのゲームを取り仕切り、

それがどれほど奇妙な状態だったかを示してしまうのである。すなわち、この沼田家の騒動

は、ゲームとしては円滑に進められていたと言えるが、端から見れば家族としては奇妙な状

態に陥っていた、ということを示していると解釈できる。（苫米地[2007:108]） 
 

→このことは、諸個人が各々の役割を徹底的に遂行したなら、自然に家族は「崩壊」する

ということなのではないか。 

※つまり、構造機能主義的見解では、家族を説明し得ない部分もありそうだ、ということ 

 

【参考文献】 

苫米地伸 2007 「変わる家族のゆくえ」張江・大谷編『ソシオロジカル・スタディーズ』

世界思想社、pp.98-117。 


